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本
年
度
、
初
開
催
と
な
っ
た
「
日
本
こ
ど
も
映
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
（
毎
日
映
画
社
主
催
）
の
表
彰
式
が
先
月

東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、 

 

準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
審
査
員
特
別
賞
（
三
位
相
当
）
を
、

岡
崎
の
小
中
学
生
が
制
作
し
た
作
品
が
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
成
果
は
、
自
作
教
材
制
作
や
映
像
制
作

に
よ
る
表
現
活
動
な
ど
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

本
市
の
視
聴
覚
教
育
の
確
か
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
度
も
自
作
教
材
制
作
で
は
、
お
か
ざ
き

映
像
教
材
研
究
会
が
制
作
し
た
六
点
全
て
の
教
材
が
、

愛
知
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
第
十
四
回
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
岡
崎
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
も
、
過
去
最
高
の
二
四
四
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
の
伝
統
で
あ
る
映
像
の
力
を

生
か
し
た
視
聴
覚
教
育
が
、
今
年
も
確
実
に
受
け
継
が

れ
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。 

一
方
、
情
報
教
育
の
面
で
は
、
学
習
情
報
部
や
情
報

教
育
推
進
委
員
会
を
中
心
に
、
様
々
な
実
践
・
研
究
が

積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
十
一
月
に
葵
中

学
校
で
開
催
さ
れ
た
研
究
発
表
会
で
は
、
協
働
学
習
を

実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
全
て
の

授
業
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
各
々
の
授
業

の
中
で
は
、
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
協
働
的
に
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
教
科
・

領
域
の
特
性
に
応
じ
、
そ
の
目
標
や
課
題
を
達
成
す

る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
を

探
っ
た
研
究
は
、
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。 

 

ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
育
成
の
面
で
は
、
七
月
の
Ｔ

Ａ
Ｖ
（
自
主
研
修
会
）
で
道
徳
部
・
特
別
活
動
部
・

生
徒
指
導
部
と
連
携
し
、
若
年
化
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

利
用
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
や
情
報
モ
ラ
ル
は
、
全
て
の
教
員

が
教
科
・
領
域
の
壁
を
越
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
と
言
え
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
研

修
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

先
月
示
さ
れ
た
次
期
学
習
指
導
要
領
案
で
は
、
情

報
モ
ラ
ル
を
含
め
た
情
報
活
用
能
力
が
、
言
語
能
力

や
問
題
発
見
・
解
決
能
力
と
共
に
、
全
て
の
学
習
の

基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
視
聴
覚
・
情
報
教
育
の
役
割

は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。
岡
崎
市
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
視
聴
覚
・
情
報
教
育
の
基
盤

の
上
に
着
実
な
実
践
と
研
究
を
積
み
、
新
し
い
時
代

の
教
育
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 
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＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ 

●
平
成
28
年
度 

愛
知
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル 

○
生
涯
学
習
部
門 

優
秀
賞 

『
岡
崎
城 

～
新
し
い
発
見
を
も
と
に
、
歴
史
を
た
ど
る
～
』 

鈴
木 

広
樹
（
額
田
中
）
成
瀬 

正
和
（
羽
根
小
）
内
田 

敏
明
（
北
野
小
） 

佐
藤 

雄
太
（
広
幡
小
）
藤
渕 

俊
旭
（
矢
北
小
）
鈴
木 

彩
水
（
岩
津
小
） 

村
田 

貴
志
（
井
田
小
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

佳
作 

『
証
言
「
三
河
地
震
」
～
妙
喜
寺
近
辺
の
人
々
～
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

太
田 

尚
志
（
北 

中
） 

○
学
校
教
育
部
門 

(

１)

ビ
デ
オ
教
材 

優
秀
賞 

『
自
然
と
の
共
生 

～
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
～
』 

鈴
木 

一
史
（
竜
海
中
）
赤
堀 

大
知
（
矢
南
小
）
内
藤 

恵
三
（
竜
海
中
） 

峯
澤 

泰
季
（
南 

中
）
鶴
園 

遼
雅
（
北 

中
）
荒
井
奈
穂
子
（
岩
津
小
） 

佐
渡 

英
彰
（
矢
北
小
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

優
良
賞 

『
〝
新
″
東
名
高
速
道
路 

 

～
日
本
を
つ
な
ぎ
、
未
来
を
創
る
～
』 

水
野 

利
明
（
六
名
小
）
近
藤 

雄
一
（
東
海
中
）
海
藤 

健
児
（
豊
富
小
） 

神
野 

裕
美
（
井
田
小
）
大
塚 

真
悟
（
梅
園
小
）
田
中
章
太
郎
（
六
名
小
） 

松
浦 

圭
祐
（
根
石
小
）
島
田 

繁
直
（
六
西
小
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佳
作 

『
化
学
変
化
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
る
金
属 

 
 

 
 

 

～
私
た
ち
の
生
活
を
便
利
に
す
る
た
め
に
～
』 

森 
 

綾
子
（
下
山
小
）
服
部 

将
也
（
梅
園
小
）
高
瀬 

玲
子
（
愛
宕
小
） 

荻
野 

 

悠
（
翔
南
中
）
井
上 

清
美
（
緑
丘
小
）
山
口
秀
樹
（
竜
美
丘
小
） 

岡 
 

秀
之
（
矢
作
中
） 

○
学
校
教
育
部
門 

(

２)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
教
材 

優
秀
賞 

『
中
一
理
科 

地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

 

～
岡
崎
と
地
震
の
関
係
～
』 

太
田 

尚
志
（
北 

中
）
杉
山 

康
子
（
六
北
小
）
加
藤 

明
（
小
豆
坂
小
） 

中
島 

 

翼
（
生
平
小
）
大
原 

洋
平
（
六
北
中
）
青
山
将
太
朗
（
六
中
小
） 

空
中 

健
一
（
岩
津
小
）
内
田 

雅
之
（
北
野
小
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

優
良
賞 

『
す
ご
い
ぞ
！
水
道
水
！
！
』 

中
山
美
奈
子
（
矢
南
小
）
長
谷
川
誉
幸
（
葵 

中
）
岩
川 

皓
司
（
葵 

中
） 

中
根 

良
輔
（
翔
南
中
）
原
田 

庸
平
（
常
磐
小
）
白
井 

浩
太
（
六
北
中
） 

加
藤 

光
（
竜
美
丘
小
）
三
輪 

恭
之
（
六
美
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佳
作 

『
筆
順
の
友
・
書
き
取
り
の
友
』 

 

竹
内 

昭
博
（
下
山
小
） 

『コラボノート』 
ＰＣ室やタブレットＰＣで利用で

きる協働学習支援ソフトウェア。同

時に編集ができる「Ｗｅｂ上の台紙」

のようなもので、一般にはデジタル

模造紙と呼ばれる。個々の書き込み

が、リアルタイムに確認できるので、

関わり合いを促す場面で活用できる

ソフトである。 



                                

                                

                                

＝
実
践
報
告
＝ 

 
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た
国
語
の
学
習 

常
磐
南
小
学
校 

黒
栁 

成
実 

五
年
生
の
国
語
科
「
日
本
語
の
し
ら
べ
」
で
、
詩
や
俳

句
を
通
し
て
、
言
葉
か
ら
季
節
を
味
わ
う
学
習
を
行
っ
た
。

俳
句
を
作
る
際
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
季
語
の
選
択
だ

っ
た
。
そ
こ
で
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
春
夏
秋
冬

の
季
語
を
共
有
し
、
使
え
る
言
葉
を
広
げ
よ
う
と
考
え
た
。 

ま
ず
、
Ｐ
Ｃ
室
で
コ
ラ 

ボ
ノ
ー
ト
の
使
い
方
を
説 

明
し
た
。
キ
ー
ボ
ー
ド
入 

力
な
ど
、
基
本
的
な
操
作 

だ
け
で
利
用
で
き
る
た
め
、 

子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
使
う 

こ
と
が
で
き
た
。
級
友
が
書
き
込
ん
だ
季
語
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
自
分
の
画
面
に
も
表
示
さ
れ
る
。
「
そ
ん
な
季

語
も
あ
る
ん
だ
」
と
い
う
会
話
が
自
然
と
生
ま
れ
た
。
さ

ら
に
、
国
語
の
授
業
が
あ
ま
り
得
意
で
な
い
子
供
も
、「
コ

ラ
ボ
ノ
ー
ト
で
や
る
と
、
一
斉
に
み
ん
な
と
会
話
し
て
い

る
み
た
い
で
楽
し
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
入
力
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
」
と
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。 

最
初
は
悩
ん
で
い
た
季
語
も
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
で
共
有

し
た
こ
と
で
、
率
先
し
て
自
分
の
俳
句
の
中
に
取
り
入
れ

る
姿
が
見
ら
れ
た
。
あ
る
子
供
は
「
雪
と
い
う
人
が
多
か

っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
発
想
を
変
え
て
粉
雪
で
作
り
た
い

と
考
え
ま
し
た
」
と
感
想
を
書
き
、 

以
下
の
よ
う
な
句
を
詠
ん
だ
。
季 

語
の
共
有
が
、
子
供
た
ち
の
主
体 

的
な
俳
句
作
り
に
つ
な
が
っ
た
。 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝ 

   

少
し
凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
紙
面
を
作
ろ
う
と
す
る
と
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
が
意
図
す

る
箇
所
に
貼
れ
な
い
。
ま
た
は
、
何
か
の
拍
子
に
そ
れ
ら

が
急
に
消
え
て
し
ま
い
、「
戻
る
」
の
コ
マ
ン
ド
を
何
度
も

ク
リ
ッ
ク
す
る
。
先
生
方
は
、
こ
の 

よ
う
な
体
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
だ 

ろ
う
か
。
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る 

と
、
作
業
が
振
り
出
し
に
戻
り
、
大 

い
に
作
業
意
欲
が
削
が
れ
て
し
ま
う
。 

私
は
、
日
々
の
学
級
通
信
や
ワ
ー 

ク
シ
ー
ト
の
作
成
を
す
る
際
に
は
、 

「M
i
c
r
o
s
o
f
t
 
 
P
u
b
l
i
s
h
e
r

」
と
い 

う
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
い
る
。
本
ソ 

フ
ト
は
「M

i
c
r
o
s
o
f
t
 
 
O
f
f
i
c
e

」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
写

真
や
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
任
意
の
箇
所
に
貼
り
付

け
、
思
い
通
り
に
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
容
易
に
で
き

る
こ
と
か
ら
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
多
用
し
た
、
凝

っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
紙
面
を
作
成
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

操
作
感
は
「M

i
c
r
o
s
o
f
t
 
W
o
r
d

」
に
似
て
い
る
が
、
レ
イ

ア
ウ
ト
の
自
由
度
はW

o
r
d

に
比
べ
て
高
く
、
ス
ト
レ
ス
の

な
い
紙
面
作
成
が
で
き
る
と
感
じ
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。 

デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
紙
面
作
成
に
本
ソ
フ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
か
つ
快
適
な
作
業
が
期
待
で
き
る
。

校
務
用
Ｐ
Ｃ
に
も
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一

度
試
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

（
大
門
小
学
校 

学
習
情
報
主
任 

後
藤 

有
貴
） 

 

 

今
回
使
用
し
た
ソ
フ
ト
・
機
材 

「M
i
c
r
o
s
o
f
t
 
 
P
u
b
l
i
s
h
e
r

」 

 

本
年
度
も
市
内
の
視
聴
覚
・
情
報
教
育
の
実
践
で
、

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
や
振
興
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

●
第
１
回
日
本
こ
ど
も
映
画
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
毎
日
映
画
社
主
催
） 

【
準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
】 

 

『
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
下
校 

夕
暮
れ
の
タ
イ
ム 

 

リ
ミ
ッ
ト
』 

 
 

 
 

 

北
中
メ
デ
ィ
ア
部 

【
審
査
員
特
別
賞
】 

 

『
あ
い
さ
つ
の
ま
ほ
う
』 

井
田
小
パ
ソ
コ
ン
部 

●
第
19
回
キ
ュ
ー
ブ
活
用
コ
ン
テ
ス
ト 

【
グ
ラ
ン
プ
リ
】 

『
占
部
用
水
作
り
の
苦
労
』 

六
北
小
四
年
三
組 

●
第
６
回
コ
ラ
ボ
実
践
コ
ン
テ
ス
ト 

【
特
別
賞
】 

 

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
六
北
小
エ
コ
キ
ッ
ズ
～
水
エ
コ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
』 

 

六
北
小
四
年
三
組 

●
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
（
中
部
・
北
陸
大
会
） 

【
大
野
市
教
育
長
賞
】
六
北
小 

【
結
の
故
郷
賞
】
愛
宕
小
、
六
北
小 

 

★
編
集
後
記
★ 

 

今
年
度
一
年
間
、
実
践
報
告
や
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ

へ
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
活
用
や
情
報
モ
ラ
ル
教

育
な
ど
、
視
聴
覚
・
情
報
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
先
生
方
の
サ

ポ
ー
ト
に
な
る
よ
う
、
来
年
度
も
充
実
し
た
月
報
「
視

聴
覚
教
育
」
を
編
集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 


